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は
じ
め
に

　

三
峡
ダ
ム
の
歴
史
は
長
江
の
洪
水
を
抜
き
に
し
て
語
れ
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
、
一
九
五
四
年
の
長
江
大
洪
水
は
決
定
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
大
洪
水
を
機
に
最
高
指
導
部
内
に
お
け
る
危
機
管
理
意
識
が
高
ま
り
、
長
江
流
域
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
国
語

で
は
、「
規
劃
」）
の
策
定
が
も
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
長
江
水
利
委
員
会
（
以
下
、
長
委
会
）
内
部
で
進
め
ら
れ
て
き
た
三
峡
ダ

ム
の
研
究
が
、
ソ
連
人
専
門
家
の
招
聘
を
経
て
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
現
す
る
可
能
性
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

そ
の
た
め
に
は
次
の
政
策
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
三
峡
ダ
ム
を
長
江
流
域
の
総
合
開
発
ビ

ジ
ョ
ン
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
支
流
の
ダ
ム
と
比
較
し
重
要
度
に
応
じ
た
着
工
順
を
決
定
す
る
こ
と
。
そ
し
て
具
体

的
な
設
計
の
段
階
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

　

別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
水
力
発
電
総
局
（
以
下
、
水
電
総
局
）
の
提
起
し
た
長
江
主
流
で
の
三
峡
ダ
ム
の
建
設
よ
り
も
、
支

流
を
先
に
開
発
す
る
「
先
に
支
流
、
の
ち
に
主
流
」
案
は
早
い
段
階
で
陳
雲
の
承
認
を
得
て
い
た）1
（

。
し
か
し
、
大
洪
水
を
契
機
に
動

き
出
し
た
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
三
峡
ダ
ム
を
そ
の
核
心
に
据
え
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

長
委
会
は
三
峡
ダ
ム
が
千
年
に
一
度
の
洪
水
で
も
対
応
で
き
、
長
江
中
流
の
洪
水
防
除
の
要
に
な
る
と
主
張
し
、
そ
れ
を
中
心
に
据

え
た
「
以
三
峡
工
程
為
主
体
」（「
三
峡
ダ
ム
を
長
江
開
発
の
中
心
に
据
え
る
」）
の
案
に
固
執
し
て
い
た
た
め
で
あ
る）2
（

。

　

従
来
の
研
究
で
は
、
こ
の
論
点
か
ら
広
が
っ
た
対
立
の
背
景
に
あ
る
長
委
会
と
水
電
総
局
の
動
き
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
や
ソ
連
人

専
門
家
の
か
か
わ
り
と
役
割
に
つ
い
て
、
利
用
で
き
る
資
料
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
明
瞭
な
説
明
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い）（
（

。

本
稿
は
、
五
四
年
の
長
江
大
洪
水
を
契
機
に
浮
上
し
た
「
以
三
峡
工
程
為
主
体
」
を
め
ぐ
る
両
部
門
の
対
立
を
分
析
し
、
そ
の
攻
防

プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
三
峡
ダ
ム
計
画
を
前
進
さ
せ
る
力
の
所
在
を
考
察
す
る
。
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第
一
節　

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
動
き
出
す

　

１　

長
江
大
洪
水
と
ソ
連
人
専
門
家
の
招
聘

　

三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
一
九
五
四
年
夏
、
長
江
全
流
域
で
起
こ
っ
た
大
洪
水
に
よ
っ
て
加
速
化
し
た
。
こ
の
大
洪
水

は
、
主
な
増
水
期
で
あ
る
七
月
と
八
月
の
二
か
月
間
に
わ
た
り
、
長
江
主
流
と
支
流
の
洪
水
総
量
が
四
五
八
七
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に

達
し
、
堤
防
の
排
水
能
力
を
一
〇
三
二
億
立
法
メ
ー
ト
ル
も
超
え
る
と
い
う
、
近
百
年
来
の
実
測
水
文
記
録
中
最
大
の
も
の
で
あ
っ

た
。
被
害
は
、
被
災
者
約
二
〇
〇
〇
万
人
、
死
者
約
三
万
人
、
加
え
て
約
三
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
地
が
水
没
す
る
と
い
う
甚
大

な
も
の
で
あ
る）（
（

。
上
流
か
ら
の
洪
水
に
、
中
流
で
見
舞
わ
れ
た
集
中
豪
雨
が
加
わ
り
、
二
年
前
に
補
強
工
事
が
完
成
し
た
ば
か
り
の

荆
江
堤
防
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た）（
（

。

　

従
来
、
中
国
政
府
が
ソ
連
政
府
に
要
請
し
た
水
利
と
水
電
建
設
の
援
助
は
、
黄
河
と
漢
江
（
長
江
の
支
流
）
に
限
ら
れ
て
い
た）（
（

。

洪
水
を
き
っ
か
け
に
、
中
央
政
府
は
長
江
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
着
手
す
る
よ
う
指
示
し
、
ソ
連
に
技
術
援
助
を
求
め
た
。

　

同
年
一
〇
月
一
二
日
、「
中
国
政
府
請
蘇
聯
政
府
増
加
設
計
和
幇
助
建
設
某
些
企
業
的
備
忘
録
」
が
出
さ
れ
、
ソ
連
に
対
し
て
追

加
の
技
術
援
助
を
求
め
た
。
そ
の
な
か
で
、
新
た
に
要
請
す
る
六
項
目
の
技
術
援
助
の
第
一
項
目
に
長
江
へ
の
援
助
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。「
中
国
政
府
は
ソ
連
政
府
に
対
し
て
、
揚
子
江
（
長
江
）
の
水
利
と
水
力
資
源
の
利
用
に
関
す
る
問
題
を
総
合
的
に
解
決
す

る
た
め
に
、
専
門
家
を
中
国
に
派
遣
し
実
地
調
査
を
行
う
よ
う
要
請
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る）7
（

。

　

ソ
連
閣
僚
会
議
は
一
一
月
二
五
日
に
お
い
て
「
関
於
援
助
中
華
人
民
共
和
国
建
設
工
業
企
業
、
向
中
国
派
蘇
聯
専
家
和
関
於
另
外

接
受
中
国
工
人
来
蘇
聯
企
業
学
習
的
決
議
」
を
決
定
し
、
そ
の
な
か
で
、「
電
站
部
が
一
九
五
五
年
第
一
四
半
期
中
に
中
国
に
一
三

人
の
専
門
家
を
派
遣
す
る
。
派
遣
期
限
は
一
年
、
中
国
の
長
江
水
利
資
源
の
測
量
調
査
と
試
算
を
行
う
」
と
定
め
た）（
（

。
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２　

林
一
山
と
毛
沢
東
ら
の
面
会

　

五
四
年
一
一
月
二
六
日
、
毛
沢
東
、
周
恩
来
と
劉
少
奇
は
林
一
山
と
面
会
し
た）9
（

。
実
は
、
同
月
三
日
か
ら
二
四
日
ま
で
毛
沢
東
ら

は
広
州
で
第
一
次
五
か
年
計
画
の
修
正
案
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
て
お
り
、
北
京
へ
の
帰
途
に
あ
っ
た）（（
（

。

　

林
一
山
の
回
顧
に
よ
る
と
、
彼
は
夕
方
に
電
話
連
絡
を
う
け
漢
口
駅
で
専
用
列
車
に
乗
り
込
み
、
夜
一
〇
時
過
ぎ
ま
で
毛
沢
東
ら

に
会
っ
て
い
た
。
毛
沢
東
は
握
手
を
交
わ
す
や
三
峡
ダ
ム
に
話
題
を
変
え
、
林
一
山
に
そ
の
技
術
問
題
や
地
質
問
題
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
林
一
山
は
、「
ソ
連
で
竣
工
あ
る
い
は
建
設
中
の
ダ
ム
は
、
そ
の
技
術
や
規
模
が
米
国
の
そ
れ
に
類
似
し
て
お
り
、
大
差
が

な
い
。
米
国
人
サ
ー
ベ
ジ
が
三
峡
ダ
ム
を
造
れ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
ソ
連
人
専
門
家
に
で
き
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ソ
連

人
専
門
家
の
助
け
が
な
く
て
も
、
丹
江
口
ダ
ム
（
漢
江
で
当
時
計
画
中
の
ダ
ム
―
―
筆
者
）
で
経
験
を
積
め
ば
、
数
年
後
に
は
中
国
人

専
門
家
の
み
で
も
建
設
で
き
る
」
と
答
え
た）（（
（

。

　

と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
こ
の
時
点
で
三
峡
ダ
ム
計
画
は
具
体
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
林
一
山
が
数
時
間
の
面
会
で
詳
細

な
報
告
が
で
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
林
一
山
の
こ
う
し
た
楽
観
的
な
意
気
込
み
は
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
別

稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
後
に
も
林
一
山
と
数
回
に
わ
た
っ
て
面
会
し
て
い
る
が
、
彼
の
革
命
幹
部
と
し
て
の
前
向
き
で

熱
意
あ
ふ
れ
る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

林
一
山
は
面
会
の
数
日
後
に
北
京
で
李
葆
華
（
水
利
部
副
部
長
兼
党
委
員
会
書
記
）
に
報
告
し
た
。
そ
の
際
、
李
葆
華
は
ソ
連
閣
僚

会
議
議
長
ブ
ル
ガ
ー
ニ
ン
（
布
尓
加
寧
）
か
ら
毛
主
席
宛
の
返
答
を
み
せ
た
。
そ
れ
に
は
、
第
一
陣
の
派
遣
人
員
を
た
だ
ち
に
中
国

に
向
か
わ
せ
る
と
あ
っ
た
。
林
一
山
は
そ
の
迅
速
な
反
応
に
驚
い
た
と
振
り
返
る）（（
（

。

第
二
節　

総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
三
峡
ダ
ム
計
画
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１　

長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
の
設
立

　

ソ
連
人
専
門
家
の
到
着
に
合
わ
せ
て
、
長
委
会
が
国
務
院
直
属
の
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
（
以
下
、
長
弁
）
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
。

五
六
年
三
月
六
日
、
国
務
院
第
七
弁
公
室
（
以
下
、
七
弁
）
は
「
五
六
」
国
七
人
字
第
三
号
文
「
国
務
院
第
七
弁
公
室
同
意
国
務
院

流
域
規
劃
委
員
会
長
江
弁
公
室
組
織
編
制
意
見
」
を
公
布
し
た
が
、
七
月
五
日
に
再
び
「
五
六
」
国
七
水
字
第
一
五
号
文
件
で
水
利

部
に
指
示
し
た
。
そ
の
内
容
と
は
つ
ま
り
、「
長
江
流
域
規
劃
委
員
会
の
成
立
を
待
た
ず
、
水
利
部
に
よ
る
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室

の
設
立
に
同
意
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
〇
月
二
二
日
、
水
利
部
が
七
弁
の
指
示
と
と
も
に
、「
五
六
」
水
庁
秘

馮
字
第
三
二
七
号
文
「
関
於
成
立
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
己
経
上
報
批
准
的
通
知
」
を
公
布
し
た
。
長
弁
の
成
立
を
う
け
て
、
翌
月

一
五
日
、
水
利
部
は
「
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
」
の
印
章
を
授
け
て
い
る）（（
（

。
そ
れ
を
以
て
、
長
弁
は
国
務
院
の
直
属
機
構
で
あ
り
な

が
ら
、
業
務
上
水
利
部
の
下
部
組
織
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
長
弁
の
成
立
に
あ
た
っ
て
は
七
弁
が
水
利
部
門
の
主
管
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
る
。
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ

の
主
任
で
あ
る
鄧
子
恢
が
林
一
山
と
と
も
に
三
峡
ダ
ム
を
長
委
会
の
タ
ス
ク
に
据
え
た
経
緯
か
ら
、
彼
が
な
ん
ら
か
の
形
で
影
響
力

を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う）（（
（

。

　

長
弁
に
は
、
燃
料
工
業
部
、
交
通
部
、
地
質
部
な
ど
の
関
連
部
門
か
ら
も
人
員
が
派
遣
さ
れ
た
。
主
任
は
林
一
山
が
続
投
し
、
党

委
員
会
書
記
李
廷
序
と
副
主
任
の
一
人
任
士
舜
は
長
委
会
の
人
間
で
あ
っ
た
が
、
燃
料
工
業
部
の
李
善
民
と
交
通
部
の
張
文
昴
も
副

主
任
に
指
名
さ
れ
た
。
ま
た
、
技
術
畑
で
は
国
民
党
時
代
か
ら
の
技
術
者
が
目
立
っ
た
。
長
委
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
総
工
程
師
李
鎮

南
、
副
工
程
師
周
尚
、
楊
賢
溢
、
邢
維
堂
、
楊
績
昭
ら
、
お
よ
び
燃
料
工
業
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
副
工
程
師
陸
欽
侃
と
胡
慎
思
、
章

沖
は
そ
れ
に
あ
た
る
。
地
質
部
よ
り
派
遣
さ
れ
た
地
質
勘
探
隊
は
胡
海
濤
が
副
総
工
程
師
を
務
め
た）（（
（

。

　

長
弁
は
国
務
院
の
直
属
組
織
と
し
て
急
速
に
拡
大
さ
れ
た
。
五
六
年
に
職
員
三
〇
〇
〇
人
が
新
た
に
増
加
さ
れ
た
が
、
国
務
院
の

各
部
門
と
委
員
会
ま
た
は
研
究
機
関
な
ど
の
関
連
組
織
か
ら
も
一
〇
〇
〇
人
あ
ま
り
が
支
援
に
派
遣
さ
れ
た）（（
（

。
同
じ
時
期
に
長
弁
内
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に
党
組
織
「
中
共
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
委
員
会
」
が
置
か
れ
、
第
一
書
記
に
林
一
山
、
第
二
書
記
に
李
廷
序
が
任
命
さ
れ
た
。
前

述
の
長
弁
の
人
員
構
成
と
考
え
合
わ
せ
る
に
、
そ
の
前
身
で
あ
る
長
委
会
の
強
い
影
響
力
が
う
か
が
え
よ
う
。
長
弁
は
八
八
年
に
廃

止
さ
れ
長
委
会
に
戻
る
が
、
林
一
山
の
統
率
の
も
と
、
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
水
利
部
門
の
「
牙
城
」
と
し
て
、
そ
の
役
割
は
終
始

変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

２　

ソ
連
人
専
門
家
の
異
議
と
周
恩
来
の
賛
同

　

五
五
年
六
月
に
ソ
連
人
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
長
委
会
に
到
着
し
、
七
月
に
は
グ
ル
ー
プ
長
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス
キ
ー
（
徳
米
特
里
也

夫
斯
基
）
も
来
華
し
た）（（
（

。
専
門
家
グ
ル
ー
プ
は
、
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス
キ
ー
と
副
グ
ル
ー
プ
長
バ
ク
シ
ェ
エ
フ
（
巴
柯
舎
也
夫
）
を
は

じ
め
、
水
工
、
水
文
計
算
、
水
利
計
算
、
総
合
経
済
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
、
水
力
機
械
、
電
気
設
備
、
ダ
ム
経
済
と
水
上
運
輸
の
専

門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た）（（
（

。
ソ
連
人
専
門
家
は
中
ソ
対
立
を
契
機
に
六
〇
年
一
〇
月
ま
で
に
全
員
が
撤
退
し
た
が
、
こ
れ
を
皮
切

り
に
、
長
委
会
に
は
総
勢
五
五
名
の
専
門
家
と
四
〇
名
あ
ま
り
の
航
空
測
量
人
員
が
派
遣
さ
れ
た）（（
（

。

　

専
門
家
と
の
連
絡
係
に
李
鎮
南
が
指
名
さ
れ
た
が
、
彼
が
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
報
告
書
の
作
成
に
資
料
が
不
足
し
て
い

る
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
専
門
家
か
ら
ま
ず
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
要
点
報
告
書
の
提
出
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た）（（
（

。
そ
れ
を
う
け

て
、
要
点
報
告
書
の
作
成
が
長
弁
の
課
題
と
な
っ
た
。

　

同
年
一
〇
月
、
李
葆
華
と
林
一
山
が
引
率
し
、
国
家
計
画
委
員
会
、
水
利
部
、
地
質
部
、
燃
料
工
業
部
（
正
し
く
は
電
力
工
業
部

―
―
筆
者
）、
交
通
部
お
よ
び
関
連
部
門
の
関
係
者
と
ソ
連
人
専
門
家
で
一
四
三
名
か
ら
な
る
「
長
江
査
勘
団
」
が
組
織
さ
れ
た）（（
（

。

査
勘
団
は
総
合
、
灌
漑
、
水
上
運
輸
と
地
質
測
量
と
い
う
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
漢
口
よ
り
上
流
の
長
江
主
流
お
よ
び
支

流
の
主
な
ダ
ム
サ
イ
ト
を
測
量
調
査
し
た
。

　

ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
は
、
重
慶
よ
り
上
流
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
猫
児
峡
ダ
ム
を
基
幹
ダ
ム
に
し
、
支
流
の
嘉
陵
江
と
岷
江
に
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そ
れ
ぞ
れ
温
塘
峡
ダ
ム
と
偏
窗
子
ダ
ム
を
造
り
そ
れ
を
補
助
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
三
峡
ダ
ム
を
基
幹
ダ
ム
と
し

な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
三
峡
ダ
ム
は
規
模
と
投
資
が
莫
大
な
こ
と
に
加
え
、
当
時
の
中
国
の
産
業
規
模
で
は
そ
の
電
力

を
消
費
し
き
れ
ず
、
合
理
性
に
欠
け
る
、
と
い
う
の
が
彼
ら
の
主
張
で
あ
る）（（
（

。

　

他
方
李
鎮
南
ら
は
、
ソ
連
人
専
門
家
が
長
江
中
下
流
の
洪
水
防
除
の
緊
急
性
に
つ
い
て
認
識
不
足
で
あ
り
、
水
力
発
電
の
専
門
家

で
あ
る
彼
ら
は
思
考
が
発
電
に
片
寄
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
洪
水
防
除
は
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
不
可
欠
の
重
要
課
題

で
あ
る
と
反
論
し
、
四
川
省
の
美
田
を
多
く
水
没
さ
せ
る
猫
児
峡
ダ
ム
は
、
地
方
政
府
の
同
意
を
取
り
付
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
と
も
主
張
し
た）（（
（

。

　

成
都
に
到
着
し
た
一
行
が
、
四
川
省
党
委
員
会
に
視
察
の
状
況
を
報
告
し
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
党
委
員
会
は
、
ソ
連
人
専
門

家
の
提
案
す
る
三
つ
の
ダ
ム
は
水
没
地
域
が
広
大
で
、
多
く
の
美
田
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
理
由
に
反
対
を
表
明
し
、
今
後
研

究
を
続
け
な
い
よ
う
に
求
め
た）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
政
府
の
要
求
が
水
利
部
門
の
立
場
を
強
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
鎮
南
ら
は
三
峡
ダ
ム
を
中
心
と
す
る
主

張
を
崩
さ
ず
、
視
察
中
ソ
連
人
専
門
家
と
の
間
で
激
し
く
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
両
者
の
間
に
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
李
鎮
南
も
認
め
て
い
る）（（
（

。

　

そ
れ
を
う
け
て
、
周
恩
来
の
主
宰
す
る
報
告
会
が
同
年
一
二
月
末
に
北
京
で
開
か
れ
た
。
周
恩
来
は
三
峡
ダ
ム
の
「
対
上
可
以
調

蓄
、
対
下
可
以
補
償
（「
上
流
の
洪
水
を
調
整
し
、
下
流
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」）」
と
い
う
独
特
の
役
割
か
ら
、
三
峡
ダ
ム
を
総
合
開

発
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
心
に
据
え
る
主
張
に
同
意
し
た）（（
（

。

　

周
恩
来
の
賛
同
は
河
川
へ
の
危
機
意
識
が
背
景
に
あ
っ
た
。
報
告
会
に
先
立
つ
同
年
九
月
、
周
恩
来
は
第
一
回
全
国
人
民
代
表
大

会
第
一
次
会
議
で
行
っ
た
「
政
府
工
作
報
告
」
の
な
か
で
、「
今
後
は
か
な
ら
ず
積
極
的
に
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
か

ら
着
手
し
、
対
症
療
法
と
根
本
的
な
解
決
法
、
洪
水
後
の
排
水
と
水
害
予
防
を
と
も
に
重
要
視
す
る
方
針
を
採
る
」
と
表
明
し
て
い
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る
）
（（
（

。
五
四
年
の
大
洪
水
は
、
周
恩
来
を
は
じ
め
、
最
高
指
導
層
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
彼
ら
の
危
機
管
理
意
識
を
喚
起

し
た
と
思
わ
れ
る
。
長
江
に
お
け
る
洪
水
防
除
は
従
来
の
対
症
療
法
に
加
え
、
問
題
を
根
本
解
決
す
る
方
向
に
動
い
た
。

　　

３　

最
高
指
導
層
の
意
向
と
林
一
山
論
文
の
意
図

　

水
利
部
門
が
三
峡
ダ
ム
を
長
江
開
発
の
中
心
に
据
え
る
に
あ
た
り
、
周
恩
来
の
賛
同
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
後

年
三
峡
ダ
ム
推
進
派
は
、
周
恩
来
の
賛
同
に
よ
っ
て
「
三
峡
ダ
ム
を
長
江
流
域
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
心
に
す
る
研
究
は
一
応
確

定
し
た
」
と
認
め
て
い
る）（（
（

。

　

実
は
、
周
恩
来
が
賛
同
を
示
す
前
後
に
は
最
高
指
導
層
に
お
け
る
一
連
の
動
き
が
存
在
す
る
。
五
五
年
一
二
月
一
六
日
、
毛
沢
東

の
主
宰
す
る
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
に
お
い
て
、
李
葆
華
が
長
江
流
域
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
報
告
し
た）（（
（

。
前
述
し
た

よ
う
に
、
周
恩
来
が
長
委
会
の
提
案
に
賛
同
を
示
し
た
の
は
そ
の
月
末
で
あ
る
。
ま
た
、
翌
年
一
月
一
一
日
に
、
周
恩
来
は
再
び
水

利
部
な
ど
の
部
門
責
任
者
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
る）（（
（

。
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
は
、
林
一
山
ら
水
利
部
門
を
大
き
く
勇

気
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

林
一
山
は
水
利
部
の
機
関
誌
『
中
国
水
利
』
五
六
年
第
五
期
と
第
六
期
に
、
三
峡
ダ
ム
を
長
江
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
心
に
据

え
る
と
初
め
て
公
表
し
た）（（
（

。「
関
於
長
江
流
域
規
劃
若
干
問
題
的
商
討
」
と
題
す
る
こ
の
論
文
の
な
か
で
、
林
一
山
は
、「
三
峡
ダ
ム

の
最
た
る
役
割
は
洪
水
防
除
で
あ
り
、
正
常
貯
水
位
が
二
三
五
メ
ー
ト
ル
の
場
合
、
千
年
に
一
度
の
洪
水
も
防
げ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
長
江
中
流
の
水
害
問
題
を
根
本
的
に
解
決
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
論
文
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
ソ
連
人
専
門
家
が
到
着
し
て
約
半
年
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
間
に
十
分
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
た

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
李
鋭
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
林
一
山
は
同
年
二
月
に
行
わ
れ
た
現
地
視
察
で
の
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
を

こ
の
論
文
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た）（（
（

。
林
一
山
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
自
ら
の
主
張
を
公
表
し
た
背
景
に
は
、
前
述
し
た
最
高
指
導
層
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の
動
き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
論
文
は
紙
面
の
大
半
を
長
江
の
洪
水
問
題
と
三
峡
ダ
ム
の
役
割
に
割
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
水
電
部
門
の
異
議
申
立
て

に
対
す
る
牽
制
と
思
わ
れ
る
。
李
鋭
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
こ
の
論
文
は
二
万
四
〇
〇
〇
字
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
電
に

関
し
て
は
九
〇
〇
字
ぐ
ら
い
し
か
当
て
ら
れ
て
い
な
い）（（
（

」。
こ
の
事
実
は
、
林
一
山
を
は
じ
め
、
総
工
程
師
李
鎮
南
ら
の
三
峡
ダ
ム

の
発
電
機
能
に
対
す
る
無
関
心
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
な
い
と
い
う
戦
略
的
な
意
図
が
う
か
が
え

る
。
と
い
う
の
も
、
李
鎮
南
は
五
四
年
四
月
に
三
峡
地
域
の
実
地
調
査
の
際
に
、
す
で
に
発
電
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
ダ
ム
サ
イ

ト
の
選
定
は
発
電
所
の
配
置
を
考
慮
し
て
行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た）（（
（

。

　

長
江
の
治
水
を
担
う
長
委
会
の
意
図
が
、
水
力
発
電
よ
り
も
洪
水
防
除
の
役
割
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ
と
で
、
三
峡
ダ
ム
立
案
の

権
限
を
自
ら
の
部
門
に
留
め
る
こ
と
に
あ
る
の
は
明
白
と
い
え
よ
う
。
林
一
山
と
李
鋭
の
論
争
は
、
三
峡
ダ
ム
の
主
な
役
割
を
「
洪

水
防
除
」
と
す
る
か
「
水
力
発
電
」
と
す
る
か
で
、
両
者
の
所
属
す
る
部
門
の
政
策
立
案
の
力
点
が
異
な
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。

第
三
節　

水
力
発
電
部
門
か
ら
の
反
論

　

１　

李
鋭
と
林
一
山
の
正
面
衝
突

　

前
述
し
た
通
り
、
三
峡
ダ
ム
を
長
江
開
発
の
中
心
に
据
え
る
と
い
う
長
委
会
の
主
張
は
周
恩
来
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
水
電
部
門
と
の
間
に
合
意
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
直
後
に
表
面
化
し
た
。

　

一
九
五
六
年
一
月
に
「
全
国
水
力
与
水
利
資
源
普
査
会
議
」
が
開
か
れ
、
水
利
部
副
部
長
銭
正
英
も
出
席
し
て
い
た
。
李
鋭
は
大

会
で
電
力
工
業
部
長
助
理
と
し
て
発
言
し
、
お
そ
ら
く
初
め
て
公
の
場
で
三
峡
ダ
ム
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
し
た
。
彼
は
三
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峡
ダ
ム
に
明
言
し
な
い
も
の
の
、
長
江
に
お
け
る
林
一
山
ら
水
利
部
門
の
動
き
に
釘
を
刺
し
て
い
る）（（
（

。

　
「
長
江
は
わ
が
国
の
第
一
大
河
で
あ
り
、（
中
略
）、
こ
の
河
川
の
治
水
と
開
発
は
、
中
国
の
半
分
な
い
し
全
国
の
国
民
経
済
の
各

部
門
に
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
黄
河
と
同
様
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
河
川
資
源
の
総
合
利
用
を
図
る
開
発
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
を
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
自
然
条
件
を
鑑
み
、
技
術
的
か
つ
経
済
的
に
緻
密
な
分
析
と
論
証
を

行
っ
て
初
め
て
第
一
期
工
事
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
ス
テ
ッ
プ
は
絶
対
に
ス
キ
ッ
プ
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
不
動
の

原
則
で
あ
る
。
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
を
通
さ
ず
、
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
定
し
て
事
を
進
め
、
設
計
を
行
お
う
と
す
る
の
は
合

理
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
長
江
当
面
の
問
題
は
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
要
点
報
告
の
編
制
で
あ
り
、
そ
れ
に
専
念

し
て
他
の
不
必
要
な
仕
事
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る）（（
（

」。

　

こ
の
発
言
か
ら
水
電
部
門
の
立
場
が
う
か
が
え
よ
う
。
一
つ
は
、
長
江
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
水
電
部
門
の
関
与
を
求

め
る
も
の
、
い
ま
一
つ
は
、
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
未
完
段
階
に
お
い
て
、
長
委
会
は
三
峡
ダ
ム
の
研
究
に
着
手
す
べ
き
で
は

な
い
と
牽
制
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
同
年
二
月
、
ソ
連
か
ら
水
電
設
計
院
総
工
程
師
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
（
瓦
西
連
柯
）
と
、
ク
イ
ビ
シ
ェ
フ
水
力
発
電
所
総
工
程
師

マ
ル
ィ
シ
ェ
フ
（
馬
洛
歇
夫
）
が
訪
中
し
て
い
た）（（
（

。
彼
ら
の
現
地
視
察
に
は
、
林
一
山
と
李
鋭
を
筆
頭
に
両
部
門
の
関
係
者
が
同
行

し
た
。
視
察
に
先
立
ち
二
月
二
日
に
報
告
会
が
行
わ
れ
た
が
、
林
一
山
と
李
鋭
は
正
面
を
切
っ
て
対
立
し
た）（（
（

。

　

ま
ず
、
林
一
山
と
李
鎮
南
が
長
江
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
報
告
し
た
。
第
一
に
、
流
域
の
総
合
開

発
ビ
ジ
ョ
ン
は
洪
水
防
除
を
中
心
と
し
、
排
水
工
事
も
並
行
し
て
行
い
、
三
峡
ダ
ム
を
洪
水
防
除
の
要
と
す
る
。
第
二
に
、
三
峡
ダ

ム
は
洪
水
防
除
の
み
な
ら
ず
、
発
電
、
航
路
の
確
保
と
灌
漑
に
お
い
て
も
巨
大
な
経
済
的
価
値
を
有
す
る
。
第
三
に
、
漢
江
か
ら
黄

河
と
淮
河
に
引
水
す
る
偉
大
な
計
画
と
合
わ
せ
て
、
長
江
主
流
と
支
流
か
ら
漢
江
に
引
水
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
李
鋭
は
、「
少
し
前
に
北
京
で
三
峡
ダ
ム
は
七
、
八
年
の
う
ち
に
完
成
で
き
る
と
の
う
わ
さ
が
あ
っ
た
が
、
そ
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ん
な
に
早
く
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
釘
を
刺
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

第
一
に
、
中
央
の
方
針
を
い
か
に
理
解
す
る
か
。
中
共
中
央
政
治
局
が
提
起
し
た
『
一
九
五
六
～
一
九
六
七
年
全
国
農
業
発
展
綱

要
（
草
案
）』
に
お
い
て
、
水
利
建
設
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
七
年
か
ら
一
二
年
の
う
ち
に
、
基
本
的
な
水
害
と
干
ば
つ
を
消
滅

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
七
年
ま
で
に
根
本
的
に
長
江
の
非
常
洪
水
（
例
え
ば
、
千
年
に
一
度
の
洪
水
）
を
解
決
す
る

こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
洪
水
対
策
を
い
か
に
講
じ
る
か
。
長
江
の
洪
水
問
題
は
国
家
の
建
設
方
針
と
現
在
の
技
術
水
準
に
基
づ
き
、
段
階
を
踏

ん
で
対
策
を
と
り
、
徐
々
に
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。
洪
水
対
策
の
基
準
は
、
国
家
全
体
の
事
業
の
進
捗
状
況
や
国
民
経
済
各
部
門
の

状
況
に
応
じ
て
、
漸
次
的
に
高
め
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
一
気
に
解
決
を
図
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
三
に
、
電
力
開
発
と
の
関
連
に
つ
い
て
。「
一
五
年
電
力
長
期
計
画
」
で
は
、
長
江
流
域
の
水
力
発
電
は
、
丹
江
口
ダ
ム
と
沅

水
に
あ
る
五
強
渓
ダ
ム
が
供
給
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
三
峡
ダ
ム
は
巨
大
か
つ
複
雑
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
第
三
次
五
か

年
計
画
に
組
み
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

第
四
に
、
三
峡
ダ
ム
自
身
の
問
題
に
つ
い
て
。
三
峡
ダ
ム
の
工
事
と
施
工
規
模
は
現
在
の
世
界
的
な
技
術
水
準
を
大
き
く
超
え
て

お
り
、
地
質
問
題
も
非
常
に
複
雑
で
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
三
峡
ダ
ム
の
水
没
損
失
に
つ
い
て
、

長
弁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
正
常
貯
水
位
が
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
場
合
、
立
ち
退
き
住
民
が
一
四
〇
万
人
に
達
す
る
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
極
め
て
深
刻
な
事
態
で
あ
る
。
加
え
て
、
重
慶
市
は
西
南
地
域
の
重
鎮
で
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
水
没
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
五
に
、
漢
江
か
ら
黄
河
へ
の
引
水
に
つ
い
て
。
黄
河
自
体
の
水
量
で
灌
漑
可
能
な
耕
地
面
積
は
七
・
七
四
億
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
黄
河
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
六
七
年
ま
で
に
三
億
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
灌
漑
を
行
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
現

在
す
で
に
四
・
三
四
億
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
達
成
し
て
い
る
。
現
状
で
黄
河
の
水
量
は
余
っ
て
お
り
、
漢
江
か
ら
の
引
水
は
先
の
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こ
と
で
あ
る
。

　

第
六
に
、
当
面
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
。
五
六
年
に
ひ
と
ま
ず
長
江
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
要
点
報
告
を
提
出
し
、
そ
の
後
流
域

の
計
画
と
第
一
期
工
事
の
設
計
を
行
う
と
い
う
ソ
連
人
専
門
家
ク
ル
ー
プ
長
（
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス
キ
ー
を
指
す
―
―
筆
者
）
の
意
見
に

完
全
に
賛
同
す
る
。
当
面
カ
ギ
と
な
る
作
業
は
現
場
の
測
量
調
査
で
あ
り
、
と
く
に
地
質
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
航
空
測
量

調
査
の
責
務
は
非
常
に
大
き
い
。
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
要
点
報
告
の
作
成
は
、
主
流
、
支
流
と
湖
に
わ
た
り
、
経
済
、
技
術
と
投
資

な
ど
の
条
件
を
総
合
し
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
月
二
日
の
報
告
会
で
戦
わ
さ
れ
た
両
部
門
の
主
張
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
李
鋭
と
林
一
山

が
代
弁
す
る
形
で
続
け
ら
れ
た
。
両
者
の
意
見
は
平
行
線
を
辿
っ
た
ま
ま
、
翌
日
か
ら
一
二
日
ま
で
、
二
人
は
ソ
連
人
専
門
家
と
と

も
に
長
江
上
流
の
視
察
に
同
行
し
た）（（
（

。

　

李
鋭
は
、
道
中
林
一
山
と
ほ
と
ん
ど
会
話
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る）（（
（

。
こ
の
気
ま
ず
さ
か
ら
も
、
両
者
が
激
し
く
議

論
を
戦
わ
せ
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う
。
一
方
、
林
一
山
を
は
じ
め
三
峡
ダ
ム
推
進
派
に
よ
る
、
こ
の
二
月
の
視
察
や
激
論
に
つ
い

て
の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い）（（
（

。
当
時
、
強
い
抵
抗
に
あ
っ
た
林
一
山
ら
の
落
胆
ぶ
り
が
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

同
月
一
六
日
に
、
長
委
会
で
こ
の
実
地
調
査
を
総
括
す
る
会
議
が
行
わ
れ
、
李
鋭
は
水
電
部
門
の
技
術
者
張
昌
齢
、
陸
欽
侃
、
胡

慎
思
、
章
沖
と
と
も
に
「
査
勘
三
峡
後
的
幾
点
意
見
」
を
書
面
意
見
と
し
て
提
出
し
て
い
る）（（
（

。

　

同
年
九
月
、
李
鋭
は
林
一
山
論
文
を
う
け
て
、
水
電
部
門
の
機
関
誌
『
水
力
発
電
』
特
集
号
で
反
論
を
行
っ
た
。
反
論
の
内
容
は

主
と
し
て
二
月
の
現
地
視
察
時
の
議
論
を
整
理
し
、
そ
れ
ま
で
の
水
電
部
門
の
立
場
を
再
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
李
鋭
は
「
林

一
山
同
志
が
た
し
か
に
三
峡
ダ
ム
を
以
て
長
江
の
千
年
に
一
度
の
洪
水
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
、
一
度
苦
労
す
れ
ば
後
は
末
永

く
楽
が
で
き
る
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た）（（
（

。

　

こ
の
特
集
号
に
寄
稿
し
た
李
鋭
の
ほ
か
、
陸
欽
侃
、
王
伊
復
、
陳
望
祥
、
張
昌
齢
、
顧
文
書
、
胡
福
良
の
全
員
が
「
留
用
人
員
」
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で
あ
っ
た
。
民
国
時
代
に
陸
欽
侃
と
王
伊
復
は
三
峡
ダ
ム
研
究
の
た
め
に
米
国
に
派
遣
さ
れ
、
張
昌
齢
は
中
国
で
三
峡
ダ
ム
の
実
地

調
査
を
統
括
し
現
場
を
指
揮
し
た
経
験
を
も
つ）（（
（

。
ま
た
彼
ら
全
員
が
水
電
部
門
の
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
後
も
水
電
系

統
の
研
究
者
ら
が
寄
稿
し
、
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
両
部
門
の
対
立
を
よ
り
鮮
明
な
形
に
し
た）（（
（

。

　　

２　

李
鋭
の
最
高
指
導
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
挫
折

　
〈
表
１
：
李
鋭
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
挫
折
〉
で
示
し
た
よ
う
に
、
李
鋭
は
五
五
年
末
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
、
繰
り
返
し
最
高
指
導

層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
水
電
部
門
の
意
見
を
表
明
し
た
。
そ
れ
は
、
水
利
部
門
が
七
、
八
年
の
う
ち
に
三

峡
ダ
ム
を
完
成
さ
せ
る
と
流
言
し
た
こ
と
へ
の
李
鋭
ら
の
焦
り
や
懸
念
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。
と
く
に
、
異
論
に
対
す
る
長
弁
の

態
度
に
は
強
く
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
李
鋭
は
「
長
江
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
は
国
家
の
各
部
門
か
ら
人
員
が
集
ま
っ
て
お

り
、
い
か
に
異
な
る
意
見
を
吸
収
す
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。
と
く
に
少
数
意
見
に
は
も
っ
と
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

現
場
で
は
こ
の
一
年
来
、
策
定
を
指
揮
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
異
論
を
非
常
に
恐
れ
て
い
る
。
論
争
が
「
考
え
の
不
一
致
を
も
た
ら
す
」

と
し
、
三
峡
計
画
が
「
中
央
の
指
示
」
で
あ
り
、「
専
門
家
が
支
持
し
て
い
る
」
と
し
ば
し
ば
明
言
し
、
反
対
意
見
の
封
じ
込
め
を

図
ろ
う
と
す
る
」
と
苦
言
を
呈
し
た）（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
上
司
や
周
恩
来
に
抑
え
ら
れ
、
毛
沢
東
あ
る
い
は
一
般

大
衆
の
目
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
国
務
院
副
総
理
級
の
李
富
春
や
薄
一
波
な
ど
は
李
鋭
に
賛
同
し
て
い
た）（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、

五
八
年
一
月
に
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
南
寧
市
で
開
か
れ
た
中
共
中
央
政
治
局
拡
大
会
議
で
、
薄
一
波
が
毛
沢
東
に
李
鋭
の
存
在
を

告
げ
た
こ
と
で
、
李
鋭
と
林
一
山
は
南
寧
市
に
呼
ば
れ
、
最
高
指
導
層
の
前
で
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
を
機
に
三
峡

ダ
ム
の
歴
史
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。
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時期 対象・方法 内容 反応
19（（年末か
（（年初め

周恩来、陳雲、鄧小平、
李富春、薄一波、李葆華、
林一山らへの報告書

「関於長江防洪方案和三峡工程的意見」

（（年あるいは
（7年（注①）

国務院会議での発言 三峡ダム賛成の声が圧倒的に多い中、
異なる意見を述べる

周恩来は「困難だ
と言う人が一人い
る。よかろう」と
李鋭を睨みつける

（（年（月末作成、
（月1日付けで
発表

毛沢東と劉少奇への報
告書

「如何加速水電站建設」：水利と水電部
門の軋轢に言及、三峡ダムは7、（年の
うちに完成するとの水利部の主張には
同意できないと明言

部門内の矛盾が暴
露されるのを嫌い、
上司王林が毛沢東
と劉少奇に提出せ
ずに止める

（（年7月2（日 上司劉瀾波経由
周恩来と毛沢東への報
告書

「関於長江三峡問題的意見」：周恩来に
面会を求める。長弁に派遣されたソ連
人専門家が林一山らのやり方に困惑。
また、地質専門の大学生が長委会に多
く配属されたため、水電部門に支障発
生と報告

毛沢東の耳には届
かなかったと李鋭
は分析

（（年9月 中央と国務院指導者に
アピール

水電総局の内部雑誌『水電建設参考資
料』に「関於長江規劃意見特輯」の特
集を組む：19（（年2月の現地視察の状
況やソ連人専門家の意見紹介

（（年9月 『人民日報』投稿 「略談三峡問題」 公開論争には周恩
来が不賛成のため、
掲載見送り（注②）

（（年11月 上記『人民日報』の投
稿文を書き直して機関
誌『水力発電』に投稿

「克服主観主義才能做好長江規劃工作
―学習『八大』文件筆記」（注③）：国
民経済のバランスを考慮した三峡ダム
計画を、と主張。林一山らの反対意見
を封じ込めるやり方に苦言

〈表１：李鋭のアプローチと挫折〉

出典 ：李鋭『「大躍進」親歴記』（～（ 頁、および報告書と書簡の内容をまとめたものである。「如何加速水電
站建設」の全文は、『李鋭往事雑憶』2（7 ～ 2（0 頁に所収されている。また、「関於長江三峡問題的意見」
は『李鋭文集』第 11 巻、1（7 ～ 1（9 頁に所収されている。「略談三峡問題」は『李鋭往事雑憶』2（（ ～
2（0 頁、『李鋭文集』第 11 巻、1（（ ～ 190 頁に所収されている。

注① 李鋭『懐念廿篇』（2、（0 頁、三聯書店、19（7 年。李鋭『論三峡工程』２頁、湖南科学技術出版社、19（（
年。

注② 李鋭に周恩来の意向を教えたのは『人民日報』副総編集長王揖であった。『李鋭往事雑憶』2（1 頁。
注③李鋭は当時「陳牧天」という名前で発表したと認めている。『論三峡工程』（2 ～ 7（ 頁。
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３　

ソ
連
人
専
門
家
の
影
響
力

　

実
は
、
前
述
し
た
五
六
年
二
月
の
視
察
後
に
、
ソ
連
人
専
門
家
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
と
マ
ル
ィ
シ
ェ
フ
が
二
三
日
に
、
国
務
院
に
対
し

て
「
向
周
総
理
滙
報
要
点
」
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
彼
ら
は
「
も
し
三
峡
ダ
ム
で
問
題
が
生
じ
た
ら
、
長
江
は
収
拾
が

つ
か
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
厳
し
い
意
見
を
述
べ
て
い
た）（（
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
が
周
恩
来
に
強
い
影

響
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
李
鋭
の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
対
処
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。

　

周
恩
来
は
翌
年
八
月
二
〇
日
、
北
戴
河
で
開
か
れ
た
国
務
院
常
務
会
議
に
お
い
て
、「
三
峡
ダ
ム
の
理
想
は
放
棄
し
て
は
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
は
長
期
計
画
で
あ
る
。
具
体
的
方
案
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
二
〇
世
紀
に
で
き
な
い
と
し
て
も
、
い
く
ら
な

ん
で
も
二
一
世
紀
に
は
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
発
言
し
た）（（
（

。

　

さ
ら
に
、
同
年
一
二
月
三
日
に
水
力
発
電
の
展
示
会
で
は
、「
中
国
五
億
四
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力
資
源
の
充
分
な
利
用
と
長

江
三
峡
ダ
ム
の
建
設
と
い
う
遠
大
な
目
標
の
実
現
に
奮
闘
す
る
」
と
の
題
辞
を
書
き
、
三
峡
ダ
ム
へ
の
意
欲
を
み
せ
て
い
る）（（
（

。

　

実
は
、
北
京
で
開
か
れ
た
こ
の
展
示
会
は
、
李
鋭
の
肝
い
り
で
水
電
総
局
が
主
宰
し
水
力
開
発
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
っ
た
。
好
評
を
得
て
、
毛
沢
東
と
劉
少
奇
以
外
中
央
の
党
と
政
府
部
門
の
幹
部
一
〇
〇
人
以
上
が
来
場
し
、
一
般
市
民
の

来
場
者
も
三
〇
万
人
を
超
え
大
変
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
と
李
鋭
は
回
顧
し
て
い
る）（（
（

。
周
恩
来
は
李
鋭
ら
水
電
部
門
の
立
場
を
熟
知
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
李
鋭
が
こ
の
題
辞
を
苦
々
し
く
思
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
。

　

一
方
、
李
鋭
は
ソ
連
人
専
門
家
と
の
接
触
の
な
か
で
、
多
く
の
影
響
を
う
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
別
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

彼
は
五
四
年
末
に
三
か
月
に
わ
た
る
訪
ソ
中
に
、
河
川
の
総
合
利
用
と
い
う
方
法
論
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
こ
の
滞
在
中
に
三
峡
ダ
ム

に
つ
い
て
打
診
を
う
け
た
際
に
も
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
を
報
告
し
た）（（
（

。

　

李
鋭
は
五
五
年
一
〇
月
六
日
、
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス
キ
ー
と
長
江
開
発
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
六
年
二
月
の
長

江
視
察
中
に
、
彼
は
単
独
で
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
と
四
回
に
わ
た
っ
て
会
談
し
、
長
江
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
や
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
意
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見
聴
取
し
た
。
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
は
、「
正
し
い
洪
水
防
除
の
基
準
を
定
め
る
べ
き
で
、
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の
対
策
も
正
し
く
定
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
、「
可
能
で
あ
れ
ば
、
一
番
大
き
い
ダ
ム
は
造
ら
な
い
方
が
よ
い
。
諺

に
も
あ
る
よ
う
に
、
一
番
大
き
な
も
の
の
た
め
に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
し
、
一
度
に
た
く
さ
ん
ほ
お
ば
っ
て
も
よ
く
噛
め
な
い
。

充
分
な
資
料
が
必
要
に
な
る
。
想
像
を
熱
く
語
っ
て
も
他
人
は
説
得
さ
れ
ず
、
勇
猛
果
敢
に
胸
を
叩
く
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な

い
。
三
峡
ダ
ム
に
固
執
し
て
は
い
け
な
い
」
と
語
っ
た）（（
（

。

　

実
は
、
李
鋭
は
同
年
七
月
二
八
日
に
劉
瀾
波
宛
に
出
し
た
書
簡
（
毛
沢
東
と
周
恩
来
に
転
送
し
て
も
ら
う
た
め
）
の
な
か
で
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
長
弁
に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
人
専
門
家
に
対
し
て
、
林
一
山
は
三
峡
ダ
ム
が
中
央
と
毛
主
席
の
既
定
方
針
で

あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
た
。
当
初
、
三
峡
ダ
ム
に
注
意
を
向
け
な
か
っ
た
ソ
連
人
専
門
家
グ
ル
ー
プ
長
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
ス

キ
ー
は
、『
三
峡
問
題
に
お
け
る
中
国
同
志
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
す
ぎ
る
』
と
漏
ら
し
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
、
ソ
連
国

内
に
お
い
て
も
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
相
当
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。
電
站
部
の
な
か
で
設
立
さ
れ
た
長
江
委
員
会
は
、
権
威
あ
る
専

門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
長
弁
に
派
遣
さ
れ
た
専
門
家
の
監
督
と
指
導
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
責
任
者
で
あ
る
水
電
設
計
院

総
工
程
師
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
は
、
二
月
に
来
華
し
、
周
総
理
に
も
報
告
し
た）（（
（

」。

　

こ
の
書
簡
か
ら
は
、
長
弁
に
お
け
る
ソ
連
人
専
門
家
の
難
し
い
立
場
と
、
ソ
連
側
が
三
峡
ダ
ム
実
現
を
望
む
中
国
側
の
事
情
を
承

知
し
、
そ
れ
な
り
の
対
応
を
と
っ
て
い
た
事
実
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ

は
あ
え
て
周
恩
来
に
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
厳
し
い
意
見
を
呈
し
た
。
そ
こ
に
は
、
三
峡
ダ
ム
に
消
極
的
な
ソ
連
側
の
姿
勢
が
う
か
が

え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ァ
シ
レ
ン
コ
は
同
じ
立
場
の
李
鋭
に
自
ら
の
見
解
を
語
り
、
李
鋭
も
ま
た
最
高
指
導
層
へ
の
書
簡
に
ソ
連

人
専
門
家
の
動
き
や
見
解
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
見
解
の
正
当
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
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第
四
節　

毛
沢
東
の
詩
文
「
水
調
歌
頭
・
遊
泳
」
の
役
割

　

三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
っ
て
両
部
門
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
時
期
に
、
毛
沢
東
は
武
漢
で
「
水
調
歌
頭
・
長
江
」
と
い
う
詩
を
詠
ん

だ
。
一
九
五
六
年
六
月
三
日
に
詠
ま
れ
た
こ
の
詩
は
、
翌
年
一
月
に
若
干
の
修
正
と
と
も
に
タ
イ
ト
ル
も
「
水
調
歌
頭
・
遊
泳
」
に

変
更
し
『
詩
刊
』
創
刊
号
で
発
表
さ
れ
た）（（
（

。

　

林
一
山
は
、
こ
の
毛
沢
東
の
詩
が
「
流
れ
に
棹
さ
す
役
割
を
果
た
し
、
全
国
で
初
め
て
『
三
峡
熱
』
を
巻
き
起
こ
し
た
」
と
述
べ

て
い
る）（（
（

。
こ
の
詩
の
終
わ
り
五
フ
レ
ー
ズ
が
三
峡
ダ
ム
の
実
現
を
想
像
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
と
く
に
「
高
峡
出
平
湖
」

は
、
毛
沢
東
が
そ
の
実
現
を
渇
望
し
た
と
の
主
張
に
恰
好
の
論
拠
と
し
て
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
引
用
さ
れ
た
。
そ
れ
は
林
一

山
ら
三
峡
ダ
ム
の
推
進
派
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
全
般
に
お
い
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
の
詩
は
い
か
に
し
て
詠
ま
れ
た
の
か
。

　

五
六
年
五
月
末
、
毛
沢
東
は
温
暖
な
広
州
に
滞
在
中
、
長
江
で
遊
泳
し
た
い
と
衛
士
長
李
銀
橋
に
準
備
を
命
じ
た
。
羅
瑞
卿
、
汪

東
興
、
王
任
重
な
ど
が
反
対
し
た
が
、
毛
沢
東
に
押
し
切
ら
れ
、
警
衛
隊
一
中
隊
長
韓
慶
余
を
武
漢
に
派
遣
し
調
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
韓
隊
長
も
毛
沢
東
の
長
江
遊
泳
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
武
漢
に
赴
き
船
工
か
ら
情
報
収
集
し
、
長
江
で
の
遊
泳
が
危
険
と

の
結
論
を
も
ち
帰
っ
た
。
案
の
定
、
そ
の
報
告
は
毛
沢
東
の
逆
鱗
に
触
れ
た
。
韓
隊
長
は
実
際
に
長
江
を
泳
い
で
お
ら
ず
、
そ
れ
で

な
ぜ
危
険
性
を
判
断
で
き
る
の
か
、
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
羅
瑞
卿
ら
が
妥
協
し
、
再
度
、
副
衛
士
長
孫
勇
を
武
漢
に
派
遣
し

た
。
孫
勇
は
王
任
重
の
協
力
を
得
て
、
人
員
を
集
め
実
際
長
江
を
泳
い
で
水
中
の
安
全
を
確
か
め
た
。
水
中
は
安
全
で
あ
り
、
問
題

は
な
い
と
す
る
孫
勇
の
結
論
を
う
け
、
王
任
重
は
武
漢
で
毛
沢
東
の
遊
泳
に
備
え
手
筈
を
整
え
た
。
三
〇
日
、
毛
沢
東
は
広
州
を
出

発
し
武
漢
に
辿
り
つ
く
前
に
、
湘
江
で
も
泳
い
で
い
る）（（
（

。

　

翌
日
早
朝
、
武
漢
に
到
着
し
た
毛
沢
東
は
三
時
間
に
わ
た
っ
て
施
工
中
の
武
漢
長
江
大
橋
を
視
察
し
た
。
こ
れ
は
ソ
連
の
援
助
に
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よ
り
長
江
に
か
か
る
初
め
て
の
大
橋
で
あ
っ
た
。
午
後
、
毛
沢
東
は
長
江
を
武
昌
漢
陽
門
あ
た
り
か
ら
入
水
し
漢
口
ま
で
、
二
時
間

三
分
に
わ
た
り
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
泳
い
だ
。
実
は
、
毛
沢
東
は
六
六
年
七
月
ま
で
に
一
八
回
も
長
江
を
泳
い
だ
が
、
こ
れ
が
そ
の

初
回
で
あ
る
。
毛
沢
東
は
六
月
四
日
に
武
漢
を
去
る
前
に
さ
ら
に
二
回
、
二
日
と
三
日
に
も
長
江
で
の
遊
泳
を
楽
し
ん
だ
。

　

二
日
に
は
長
江
武
漢
大
橋
二
号
と
三
号
の
橋
脚
間
を
泳
い
で
通
っ
た）（（
（

。
こ
の
あ
た
り
は
水
流
が
激
し
く
も
っ
と
も
危
険
な
場
所
で

あ
る
た
め
、
ス
リ
ル
満
点
で
あ
っ
た
。
三
日
に
も
な
る
と
、
厳
重
な
警
備
が
敷
か
れ
た
長
江
の
物
々
し
い
雰
囲
気
に
、
武
漢
市
民
は

毛
沢
東
が
泳
い
で
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　

王
任
重
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
は
、
両
岸
に
数
万
の
人
々
が
「
毛
沢
東
万
歳
」
と
歓
呼
し
毛
沢
東
の
泳
ぎ
を
見
守
っ
た
。
毛

沢
東
は
約
一
時
間
泳
ぎ
、
船
に
あ
が
り
手
を
振
っ
て
「
人
民
万
歳
」
と
応
じ
た）（（
（

。
こ
の
時
の
毛
沢
東
の
高
揚
感
は
想
像
に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、
毛
沢
東
の
気
分
を
よ
く
し
た
と
思
わ
れ
る
出
来
事
が
こ
の
日
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
充
分
な
睡
眠
が
得
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
毛
沢
東
は
王
任
重
に
、「
昨
晩
九
時
間
の
睡
眠
が
得
ら
れ
、
こ
の
数
か
月
で
も
っ
と
も
よ
く
眠
れ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

む
ろ
ん
、
そ
の
日
も
毛
沢
東
は
よ
く
働
い
た
。
午
前
中
に
は
武
漢
製
鉄
所
の
幹
部
か
ら
報
告
を
う
け
、
午
後
に
は
数
万
人
が
見
守

る
な
か
の
泳
ぎ
を
終
え
、
工
農
業
展
覧
館
を
視
察
し
た
。
夕
食
後
は
省
委
大
ホ
ー
ル
で
楚
劇
（
湖
北
省
の
伝
統
劇
）
を
鑑
賞
し
た
。

そ
の
際
に
も
、
湖
北
省
と
武
漢
市
か
ら
集
ま
っ
た
一
三
〇
〇
名
の
幹
部
か
ら
熱
烈
の
拍
手
で
も
っ
て
歓
迎
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

毛
沢
東
は
精
力
的
に
動
き
、
至
っ
て
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
た
そ
の
晩
に
、「
水
調
歌
頭
・
長
江
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

才
飲
長
沙
水
、
又
食
武
昌
魚
。
万
里
長
江
横
渡
、
極
目
楚
天
舒
。
不
管
風
吹
浪
打
、
勝
似
閑
庭
信
歩
、
今
日
得
寛
余
。
子
在
川
上
曰
：
逝

者
如
斯
乎
！

　

風
檣
動
、
亀
蛇
静
、
起
宏
図
、
一
橋
飛
架
、
南
北
天
塹
変
通
途
。
更
立
西
江
石
壁
、
截
断
巫
山
雲
雨
、
高
峡
出
平
湖
。
神
女
応
無
恙
、
当

驚
世
界
殊
。
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毛
沢
東
は
「
水
調
歌
頭
・
長
江
」
に
、
念
願
で
あ
っ
た
長
江
で
の
遊
泳
が
達
成
で
き
た
喜
び
と
と
も
に
、
国
家
建
設
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
自
信
や
自
負
を
長
江
武
漢
大
橋
と
三
峡
ダ
ム
に
託
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
毛
沢
東
の
詩
句
は
、
現
場
で
政
策
を
推
進
す
る
中
堅
幹
部
に
と
っ
て
、
自
ら
の
政
策
正
統
性
の
ア
ピ
ー
ル
に
絶
好
の
材

料
と
な
っ
た）（（
（

。
林
一
山
が
五
九
年
七
月
に
完
成
し
た
『
長
江
流
域
規
劃
要
点
報
告
』
総
論
の
な
か
で
、
こ
の
詩
を
引
用
し
、「
わ
が

人
民
の
偉
大
な
領
袖
毛
沢
東
同
志
が
未
来
の
三
峡
水
利
枢
紐
に
つ
い
て
謳
い
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
詩
句
は
偉
大
な
河
川
の
中
心
と
な

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
見
通
し
を
示
し
た
」
と
述
べ
た）（（
（

。
正
式
の
報
告
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
林
一
山
が
毛
沢
東
の
詩
句
を
抒
情
的
に

引
用
し
た
意
図
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
林
一
山
は
繰
り
返
し
こ
の
詩
の
発
表
前
後
に
毛
沢
東
と
三
回
目
の
会
見
を
行
っ
た
と
し
て
い
る）（（
（

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ

の
詩
が
詠
ま
れ
た
の
は
五
六
年
六
月
三
日
で
、
公
表
は
翌
年
一
月
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
が
こ
の
二
年
間
に
武
漢
に
滞
在
し
た
の
は
そ

れ
ぞ
れ
一
回
の
み
で
あ
り
、
林
一
山
と
会
見
し
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
林
一
山
は
そ
の
際
に
武
漢
大
学
校
長
李
達
ら
も

同
席
し
て
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
沢
東
と
林
一
山
の
三
回
目
の
会
見
は
、
お
そ
ら
く
五
八
年
四
月
八
日
の
こ
と
で
あ

る
。
実
は
、
毛
沢
東
は
こ
の
日
、
武
漢
地
域
の
科
学
界
五
三
〇
〇
名
の
代
表
と
接
見
し
て
お
り
、
李
達
も
含
ま
れ
て
い
た
。
詩
の
創

作
前
後
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
翌
年
に
も
林
一
山
と
毛
沢
東
の
接
触
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）（（
（

。

　

と
は
い
え
、
林
一
山
に
と
っ
て
、
こ
の
詩
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
政
策
論
争
相
手
へ
の
牽
制
と
三
峡
ダ
ム
の
宣
伝
に
絶

好
の
材
料
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
林
一
山
自
身
が
認
め
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
勢
い
に
棹
を
さ
す
役
割
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
長
江
大
洪
水
を
う
け
て
ソ
連
人
専
門
家
が
招
聘
さ
れ
、
長
江
流
域
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が
開
始
さ
れ
る
な
か

で
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
そ
の
中
心
に
据
え
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
長
委
会
と
水
電
総
局
の
攻
防
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
長
委
会
に
と
っ
て
、
大
洪
水
を
契
機
に
始
ま
っ
た
長
江
の
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
、
か
ね
て
進
め
る
三
峡

ダ
ム
計
画
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
起
動
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
長
委
会
主
任
林
一
山
は
ソ
連
人
専
門
家
に
対
し
て

も
、
三
峡
ダ
ム
計
画
が
最
高
指
導
層
の
指
示
で
あ
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
水
電
総
局
は
、
長
委
会
の

三
峡
ダ
ム
計
画
へ
の
前
の
め
り
の
姿
勢
を
批
判
し
、
総
合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
専
念
す
べ
き
で
あ
る
と
牽
制
し
た
。
同
時
に
、

長
江
流
域
の
治
水
と
開
発
の
重
要
性
か
ら
、
従
来
通
り
黄
河
流
域
に
代
表
さ
れ
る
水
利
と
水
電
両
部
門
の
協
力
体
制
を
踏
襲
す
る
よ

う
主
張
し
、
自
部
門
の
関
与
を
求
め
た
。

　

別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
一
九
五
八
年
一
月
の
南
寧
会
議
を
経
て
紆
余
曲
折
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
が
、
本

稿
で
扱
っ
た
五
四
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の
約
三
年
間
に
お
い
て
、
三
峡
ダ
ム
計
画
の
滑
り
出
し
は
順
調
で
あ
っ
た
。
政
策
が
前
進
し

た
要
素
と
し
て
以
下
の
三
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

第
一
に
、
推
進
と
反
対
の
攻
防
が
水
利
と
水
電
の
両
部
門
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
李
鋭
が
五
六
年
一

月
に
初
め
て
公
の
場
で
自
ら
の
意
見
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
水
利
部
長
銭
正
英
が
出
席
す
る
部
門
会
議
で
あ
っ
た
。
翌
月
に
ソ
連
人

専
門
家
に
同
行
し
た
現
地
視
察
の
場
で
、
李
鋭
が
率
い
る
水
電
部
門
の
メ
ン
バ
ー
と
林
一
山
ら
は
正
面
衝
突
し
た
が
、
水
電
部
門
の

動
き
を
う
け
て
、
林
一
山
が
自
ら
の
意
見
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
水
利
部
門
の
機
関
誌
上
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
李
鋭
は
水

電
部
門
の
機
関
誌
で
特
集
号
を
組
み
反
論
を
行
う
も
、『
人
民
日
報
』
へ
の
投
稿
は
公
で
の
論
争
は
望
ま
し
く
な
い
と
す
る
周
恩
来

に
よ
っ
て
止
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
長
弁
に
派
遣
さ
れ
た
他
部
門
か
ら
の
技
術
者
た
ち
は
内
部
で
議
論
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
論
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争
が
世
間
一
般
に
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た）（（
（

。

　

別
稿
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
五
八
年
以
降
少
な
く
と
も
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
水
利
と
水
電
の
両
部
門
に
加

え
多
く
の
組
織
や
研
究
者
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り
、
一
種
の
「
断
片
化
」
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
考
察
し
た
こ
の

時
点
で
は
、
三
峡
ダ
ム
計
画
を
め
ぐ
る
争
い
は
両
部
門
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
閉
鎖
的
な
状
況
で
は
、
最
高
指
導
層
の

支
持
が
大
き
な
追
い
風
と
な
る
構
図
が
想
像
さ
れ
よ
う
。
閉
鎖
的
な
空
間
で
は
、
政
策
推
進
者
と
最
高
指
導
層
の
意
見
が
一
致
し
た

と
き
に
政
策
が
動
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
最
高
指
導
層
の
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
五
四
の
長
江
大
洪
水
の
話
が
出
る
た
び
、
み
な
は
青
く
な
っ
て
早
急

な
（
長
江
の
）
根
本
的
治
水
を
望
ん
だ
」
と
周
恩
来
が
後
年
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
長
江
大
洪
水
に
よ
っ
て
最
高
指
導
層
は
危
機

管
理
意
識
を
喚
起
さ
れ
た）（（
（

。
大
洪
水
後
た
だ
ち
に
ソ
連
人
専
門
家
の
招
聘
に
着
手
し
た
こ
と
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周

恩
来
は
林
一
山
ら
と
ソ
連
人
専
門
家
の
意
見
対
立
に
際
し
、
三
峡
ダ
ム
を
長
江
流
域
開
発
の
中
心
に
据
え
る
林
一
山
ら
の
意
見
に
賛

同
し
た
。
こ
れ
は
三
峡
ダ
ム
の
推
進
派
で
あ
る
林
一
山
ら
を
大
い
に
勇
気
づ
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
林
一
山
は
繰
り
返

し
三
峡
ダ
ム
計
画
が
最
高
指
導
層
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
、
そ
の
正
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
他
方
、
異
議
を
申
し

立
て
る
李
鋭
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
挫
折
し
た
背
景
に
、
周
恩
来
を
は
じ
め
と
す
る
最
高
指
導
層
の
意
向
と
、
そ
れ
を
察
知
し
た
李
鋭
の

上
司
ら
の
迎
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

　

本
稿
で
は
周
恩
来
の
三
峡
ダ
ム
へ
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
毛
沢
東
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
五
四
年
一
一
月
の
林
一
山

へ
の
聴
取
以
外
は
知
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
詠
ん
だ
「
高
峡
出
平
湖
」
の
詩
文
は
中
国
で
「
三
峡
熱
」
を
巻
き
起
こ
し
、

林
一
山
ら
に
と
っ
て
は
政
策
論
争
相
手
へ
の
牽
制
と
絶
好
の
宣
伝
材
料
と
な
り
、
三
峡
ダ
ム
を
推
進
す
る
勢
い
を
い
や
増
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　

第
三
に
、
ソ
連
人
専
門
家
の
政
策
決
定
に
お
け
る
影
響
力
が
限
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
五
五
年
夏
ご
ろ
か
ら
長
弁
に
派
遣
さ
れ
た
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ソ
連
人
専
門
家
は
、
武
漢
で
の
約
五
年
間
の
滞
在
中
、
夏
に
は
必
ず
中
国
有
数
の
避
暑
地
で
あ
る
廬
山
で
過
ご
し
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
な

特
別
な
待
遇
と
は
裏
腹
に
、
彼
ら
の
長
江
流
域
の
開
発
や
三
峡
ダ
ム
に
関
す
る
構
想
や
意
見
は
林
一
山
ら
と
最
高
指
導
層
に
う
け
入

れ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
も
し
三
峡
ダ
ム
で
問
題
が
生
じ
た
ら
、
長
江
は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
」
と
の
ソ
連
側
の
厳
し
い
見
解
も
周
恩
来
ら
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
現
場
に
お
け
る
ソ
連
人
専
門
家
の
影
響
力
の
大
き
さ
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
長
弁
の
李
鎮
南
は
長
江
流
域
総

合
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
段
取
り
に
お
い
て
、
ソ
連
人
専
門
家
か
ら
枠
組
み
を
示
す
要
点
報
告
の
作
成
を
助
言
さ
れ
た
。
同
時
に
、

別
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
水
電
部
門
の
張
鉄
錚
の
大
型
ダ
ム
志
向
は
ソ
連
人
専
門
家
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た）（（
（

。
ま
た
、
繰

り
返
し
中
央
最
高
指
導
層
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
た
李
鋭
に
と
っ
て
、
ソ
連
人
専
門
家
が
語
っ
た
見
解
は
あ
る
種
、「
理
論
武
装
」

の
材
料
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
付
記
」
本
研
究
は
、
平
成
二
八
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
う
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
1
）　

拙
稿
「
中
国
建
国
初
期
の
水
力
発
電
部
門
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
一
二
号
、

二
〇
一
六
年
一
二
月
。

（
2
）　

林
一
山
「
関
於
長
江
流
域
規
劃
若
干
問
題
的
商
討
（
上
）」『
中
国
水
利
』
一
九
五
六
年
第
五
期
。
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
論
文
が
林
一
山

の
論
文
集
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
は
な
い
。
楊
世
華
主
編
『
林
一
山
治
水
文
選
』
二
五
四
～
二
八
六
頁
、
新
華
出
版
社
、
一

九
九
二
年
。

（
（
）　

“The T
hree Gorges D

am
 Project

”, Kenneth G. Lieberthal and M
ichel O

ksenberg: Policy-M
aking in China: Leaders, 

Structures and Processes, Princeton: Princeton U
niversity Press, 19（（, pp.292-297.

（
（
）　
「
三
峡
工
程
研
究
経
過
」
長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
一
九
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
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（
（
）　
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
三
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
（
）　

陳
夕
「
一
五
六
項
工
程
与
中
国
工
業
的
現
代
化
」『
党
的
文
献
』
一
九
九
九
年
第
五
期
。

（
7
）　
「
中
国
政
府
請
蘇
聯
政
府
増
加
設
計
和
幇
助
建
設
某
些
企
業
的
備
忘
録
一
九
五
四
年
一
〇
月
一
二
日
」『
党
的
文
献
』
一
九
九
九
年
第

五
期
。

　

実
は
、
ソ
連
へ
の
技
術
者
派
遣
の
要
請
時
期
に
つ
い
て
記
述
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
九
五
四
年
一
一
月
二
六
日
の
毛
沢
東
ら
と

林
一
山
の
会
見
後
に
出
さ
れ
た
と
す
る
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
一
九
四
九
～
一
九
七
六

年
』
上
巻
、
四
二
七
～
四
二
八
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
前
掲
、『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
二
六
三
頁
、
前

掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
〇
頁
、
林
一
山
「
一
次
難
忘
的
旅
途
談
話
」『
林
一
山
治
水
文
選
』
一
三
頁
、
新
華
出
版
社
、
一
九

九
二
年
。
林
一
山
「
毛
沢
東
胸
中
的
長
江
」
中
共
湖
北
省
委
党
史
資
料
徴
編
委
員
会
編
『
毛
沢
東
在
湖
北
』
八
七
頁
、
中
央
党
史
出
版
社
、

一
九
九
三
年
。
魏
廷
琤
「
長
江
三
峡
工
程
的
決
策
」
高
永
中
主
編
『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
二
巻
、
二
四
頁
、
中
共
党
史
出
版

社
、
二
〇
一
三
年
。

　

一
方
、
周
恩
来
は
洪
水
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
帰
国
し
、
た
だ
ち
に
ソ
連
閣
僚
会
議
議
長
に
要
請
し
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
曹
応
旺

著
『
周
恩
来
与
治
水
』
三
五
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
林
一
山
主
編
『
高
峡
出
平
湖
―
長
江
三
峡
工
程
』
三
八
～
三
九
頁
、

中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

（
（
）　

瀋
志
華
『
蘇
聯
専
家
在
中
国
一
九
四
八
～
一
九
六
〇
年
』
一
四
三
頁
、
新
華
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
実
際
、
長
委
会
に
到
着
し
た

の
は
一
二
人
で
あ
っ
た
。

（
9
）　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
年
譜
一
九
四
九
～
一
九
七
六
年
』
第
二
巻
、
三
一
六
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
上
巻
、
四
二
七
～
四
二
八
頁
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
劉
少
奇
年
譜
一
八
九
八
～
一
九
六
九
年
』
下
巻
、

三
二
八
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

　

ま
た
は
、
袁
小
榮
編
著
『
毛
沢
東
外
出
和
巡
視
記
事
一
九
四
九
～
一
九
七
六
年
』
上
、
一
八
五
～
一
八
九
頁
、
大
風
出
版
社
、
二
〇
一

〇
年
。
本
書
は
、
林
一
山
が
一
九
五
四
年
一
一
月
二
六
日
夕
方
七
時
ご
ろ
に
毛
沢
東
の
列
車
に
呼
ば
れ
、
翌
日
広
水
と
い
う
場
所
で
毛
沢

東
と
の
朝
食
後
に
降
車
し
た
と
し
て
い
る
。
魏
廷
琤
も
毛
沢
東
ら
が
「
一
晩
中
林
一
山
の
報
告
を
聞
い
た
」
と
し
て
い
る
。
前
掲
、「
長

江
三
峡
工
程
的
決
策
」
高
永
中
主
編
『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
二
巻
、
二
四
頁
。
し
か
し
、
林
一
山
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
報
告
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は
夜
一
〇
時
頃
に
終
了
し
、
武
漢
に
戻
る
汽
車
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
留
ま
り
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
前
掲
、『
高
峡
出
平

湖
』
三
六
頁
。

　
『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
年
』
を
は
じ
め
と
す
る
公
式
資
料
と
多
く
の
出
版
物
は
、
こ
の
会
見
を
「
一
二
月
中
旬
」
と
し
て
い

る
が
、
一
二
月
中
旬
に
最
高
指
導
者
の
三
人
が
そ
ろ
っ
て
南
下
し
た
記
録
は
な
い
。
こ
の
会
見
を
「
一
二
月
中
旬
」
と
し
た
の
は
、
林
一

山
の
回
顧
を
検
証
な
し
に
引
用
し
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
林
一
山
は
二
〇
〇
四
年
に
出
版
し
た
自
伝
の
な
か
で
、

初
め
て
そ
れ
が
「
お
そ
ら
く
一
一
月
の
あ
る
晩
」
と
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
記
述
は
「
一
二
月
中
旬
」
と
し
て
い
た
。『
林
一
山
回
憶
録
』

一
六
三
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
林
一
山
「
京
漢
線
上
向
毛
主
席
滙
報
三
峡
水
利
建
設
問
題
」『
中
国
水
利
』
一
九
八
三
年
第

六
期
、
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
二
六
～
二
七
、
三
六
頁
。

（
10
）　

薄
一
波
は
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
の
一
か
月
間
に
わ
た
っ
て
毛
沢
東
、
劉
少
奇
、
周
恩
来
が
広
州
で
修
正
後
の
第
一
次
五
か
年
計
画

の
草
案
を
審
議
し
た
と
し
て
い
る
。
薄
一
波
『
若
干
重
大
決
策
与
事
件
的
回
顧
』
上
巻
、
二
八
八
頁
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
一
九
九

三
年
。
前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
二
巻
、
三
一
二
頁
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
は
一
〇
月
三
一
日
に
北
京
を
出
発
し
て
い
た
が
、
湖
北
武
漢

と
広
東
韶
関
で
数
日
逗
留
し
た
た
め
、
広
州
入
り
し
た
の
は
一
一
月
三
日
で
あ
っ
た
。

（
11
）　

前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
三
六
頁
。

（
12
）　

前
掲
、
林
一
山
「
京
漢
線
上
向
毛
主
席
滙
報
三
峡
水
利
建
設
問
題
」。
林
一
山
の
ほ
か
の
文
章
も
こ
れ
に
つ
い
て
必
ず
言
及
す
る
が
、

そ
の
書
類
が
ソ
連
閣
僚
会
議
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
の
明
記
は
な
い
。
こ
の
返
答
が
一
九
五
四
年
一
二
月
末
に
到
着
し
た
と
す
る
文
献
も

あ
る
。
前
掲
、『
周
恩
来
与
治
水
』
三
六
頁
。

（
1（
）　

中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
弁
公
庁
編
『
新
中
国
水
利
（
水
電
）
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
）』
七
七
頁
、
中
国
水

利
水
電
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。
実
は
、
水
力
発
電
部
門
の
資
料
で
は
、
長
弁
が
一
九
五
五
年
四
月
の
成
立
と
な
っ
て
い
る
。
長
委
会
は

ソ
連
専
門
家
の
到
着
を
控
え
、
こ
の
時
期
に
他
組
織
か
ら
の
派
遣
人
員
と
と
も
に
動
き
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
電

力
工
業
史
叢
書
『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
一
頁
、
中
国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
ま
た
は
、
中

国
水
力
発
電
年
鑑
編
輯
委
員
会
『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
一
九
四
九
～
一
九
八
三
年
』
一
一
〇
二
～
一
一
〇
三
頁
、
水
力
発
電
雑
誌
社
、
一

九
八
四
年
。

（
1（
）　

拙
稿
「
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
の
登
場
―
毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
役
割
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
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第
九
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
。

（
1（
）　

前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
一
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
一
九
四
九
～

一
九
八
三
年
』
一
一
〇
二
～
一
一
〇
三
頁
。
こ
こ
で
は
原
文
が
「
燃
料
工
業
部
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
電
力
工
業
部
」。
と

い
う
の
も
、
一
九
五
五
年
七
月
三
〇
日
、
燃
料
工
業
部
が
石
炭
工
業
部
、
電
力
工
業
部
と
石
油
工
業
部
に
分
割
さ
れ
た
。

（
1（
）　

前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
）
系
統
組
織
沿
革
（
一
九
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
）』
七
七
頁
。

（
17
）　

前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
二
頁
。
林
一
山
が
李
葆
華
を
訪
れ
た
二
、
三
か
月
後
に
ソ
連

人
専
門
家
が
到
着
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
。
林
一
山
「
震
撼
歴
史
的
抉
択
」、「
一
次
難
忘
的
旅
途
談
話
」
湖
北
省
政
協
文
史
資
料
委
員
会
、

宜
昌
市
政
協
学
習
文
史
委
員
会
編
『
三
峡
文
史
博
覧
』
四
一
、
一
二
〇
頁
、
中
国
文
史
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
1（
）　

同
右
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
二
頁
。

（
19
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
九
〇
頁
。

（
20
）　

李
鎮
南
『
治
江
側
記
』
九
四
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。

（
21
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
〇
四
頁
。
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
二
頁
。

（
22
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
〇
五
頁
。

（
2（
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
〇
五
頁
。

（
2（
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
八
〇
、
一
〇
五
頁
。

（
2（
）　

同
右
、『
治
江
側
記
』
一
〇
五
頁
。

（
2（
）　

前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
一
九
四
九
～
一
九
八
三
年
』
二
六
三
頁
。

（
27
）　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
経
済
文
選
』
一
八
九
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

（
2（
）　

前
掲
、『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
二
〇
頁
。

（
29
）　

前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
二
巻
、
四
八
〇
頁
。
こ
の
会
議
に
周
恩
来
、
劉
少
奇
、
陳
雲
、
彭
真
、
李
富
春
、
薄
一
波
な
ど
が
出
席

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
上
巻
、
五
二
七
～
五
二
八
頁
と
、
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
陳
雲
年
譜
一
九
四
九

～
一
九
五
八
年
』
中
巻
（
修
訂
版
）
四
一
六
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。
こ
の
二
冊
の
年
譜
に
李
葆
華
が
出
席
し
た
記
述
が

あ
る
が
、
前
掲
、『
劉
少
奇
年
譜
』
下
巻
、
三
四
八
頁
に
は
記
述
は
な
い
。
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（
（0
）　

同
右
、『
周
恩
来
年
譜
』
五
三
九
頁
。

（
（1
）　

こ
の
論
文
が
「
五
六
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た
」
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
四
〇
頁
。
し
か
し
、『
中
国
水
利
』

第
五
期
に
、「
一
九
五
六
年
四
月
一
六
日
」
付
け
の
水
利
部
副
部
長
周
駿
鳴
の
ス
ピ
ー
チ
原
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
林
一
山
論
文
は
二

月
の
現
地
視
察
後
に
書
か
れ
、
四
月
以
降
に
発
表
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
（2
）　
『
中
国
水
利
』
一
九
五
六
年
第
五
期
。

（
（（
）　

李
鋭
（
電
力
工
業
部
部
長
助
理
兼
水
力
発
電
建
設
総
局
局
長
）「
関
於
長
江
流
域
規
劃
的
幾
個
的
問
題
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
六
年

九
月
号
。

（
（（
）　

同
右
、
李
鋭
「
関
於
長
江
流
域
規
劃
的
幾
個
問
題
」。
一
九
八
〇
年
以
降
の
回
顧
で
は
、
李
鋭
は
「
五
〇
〇
字
」
と
し
て
い
る
。

（
（（
）　

前
掲
、『
治
水
側
記
』
三
五
～
三
六
頁
。

（
（（
）　

李
鋭
の
昇
進
に
関
し
て
、
燃
料
工
業
部
の
分
割
に
伴
い
、
水
力
発
電
総
局
は
劉
瀾
波
が
部
長
と
す
る
電
力
工
業
部
の
管
轄
下
に
お
か

れ
、
李
鋭
は
部
長
助
理
に
な
っ
た
。
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
一
四
〇
頁
。

（
（7
）　

李
鋭
（
電
力
工
業
部
部
長
助
理
）「
関
於
水
力
資
源
普
査
和
河
流
綜
合
利
用
問
題
―
在
全
国
水
力
、
水
利
資
源
普
査
会
議
上
的
講
話
」

『
水
力
発
電
』
一
九
五
六
年
三
月
号
。

（
（（
）　

来
華
の
目
的
に
つ
い
て
、
次
の
異
な
る
記
述
が
あ
る
。「
長
江
の
状
況
を
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
援
助
を
決
定
す
る
た
め
」

で
あ
る
。「
蘇
聯
政
府
又
派
両
位
専
家
来
我
国
了
解
長
江
情
況
」『
人
民
長
江
』
一
九
五
六
年
三
月
号
、
四
四
頁
。

　

一
方
、
長
江
に
派
遣
さ
れ
た
ソ
連
専
門
家
の
仕
事
を
検
査
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九

〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
四
頁
。
本
文
第
三
節
で
述
べ
た
李
鋭
の
書
簡
の
内
容
か
ら
一
行
の
目
的
は
後
者
で
あ
る
と
判
明
で
き

る
。
李
鋭
「
関
於
長
江
三
峡
問
題
的
意
見
」『
李
鋭
文
集
―
論
三
峡
工
程
』
第
一
一
巻
、
一
三
九
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
・
深
圳
香

港
社
会
科
学
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
（9
）　

李
鋭
「
関
於
長
江
規
劃
的
幾
個
問
題
」
同
右
、『
李
鋭
文
集
』
第
一
一
巻
、
一
二
四
～
一
三
一
頁
。
こ
れ
は
李
鋭
の
発
言
全
文
で
あ

る
。
ま
た
は
、
同
右
、『
中
国
水
力
発
電
史
一
九
〇
四
～
二
〇
〇
〇
年
』
第
一
冊
、
九
四
頁
。
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
年
鑑
一
九
四
九
～

一
九
八
三
年
』
二
六
三
頁
。

（
（0
）　

前
掲
、「
蘇
聯
政
府
又
派
両
位
専
家
来
我
国
了
解
長
江
情
況
」『
人
民
長
江
』
一
九
五
六
年
三
月
号
、
四
四
頁
。
こ
の
視
察
は
一
一
日
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ま
で
行
わ
れ
た
と
す
る
文
献
も
あ
る
。「
査
勘
三
峡
後
的
幾
点
意
見
」
前
掲
、『
李
鋭
文
集
』
第
一
一
巻
、
一
三
二
頁
。

（
（1
）　

李
鋭
『
李
鋭
往
事
雑
憶
』
二
六
一
頁
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
（2
）　

筆
者
は
、
こ
の
現
地
視
察
が
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
李
鋭
の
記
憶
違
い
か
と
疑
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

（
（（
）　

前
掲
、「
査
勘
三
峡
後
的
幾
点
意
見
」『
李
鋭
文
集
』
第
一
一
巻
、
一
三
二
～
一
三
六
頁
。
総
括
が
行
わ
れ
た
の
は
一
七
日
と
す
る
文

献
も
あ
る
。
李
鋭
『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
四
頁
、
上
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。

（
（（
）　

前
掲
、
李
鋭
「
関
於
長
江
流
域
規
劃
的
幾
個
問
題
」『
李
鋭
文
集
』
第
二
巻
、
一
二
四
～
一
三
一
頁
。

（
（（
）　

民
国
時
代
三
峡
ダ
ム
計
画
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
張
光
闘
は
、
水
電
総
局
か
ら
清
華
大
学
に
移
籍
し
た
が
、
教
授
職
の

傍
ら
水
電
総
局
設
計
総
院
総
工
程
師
を
兼
任
し
て
い
た
。
彼
は
李
鋭
か
ら
林
一
山
に
反
論
す
る
原
稿
を
書
く
よ
う
に
頼
ま
れ
た
が
断
っ
た

と
回
顧
し
て
い
る
。
張
光
闘
『
我
的
人
生
之
道
』
六
五
頁
、
清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。

（
（（
）　

大
連
工
学
院
水
能
利
用
教
研
室
主
任
陳
可
一
「
対
長
江
流
域
規
劃
工
作
歩
驟
的
一
点
意
見
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
六
年
一
一
月
号
。

本
刊
通
訊
員
孫
懐
騫
「
対
三
峡
工
程
『
囲
埝
発
電
』
方
案
的
一
点
意
見
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
六
年
一
二
月
。
本
刊
特
約
通
訊
員
李
彦

碩
「
我
們
在
『
長
江
流
域
規
劃
』
座
談
会
上
談
到
的
幾
個
問
題
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
七
年
一
月
号
。「
成
都
工
学
院
座
談
長
江
流
域
規

劃
問
題
発
言
摘
要
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
七
年
二
月
号
、
な
ど
。

（
（7
）　

李
鋭
「
克
服
主
観
主
義
才
能
做
好
長
江
規
劃
工
作
」『
水
力
発
電
』
一
九
五
六
年
一
一
月
号
。

（
（（
）　

李
鋭
は
南
寧
会
議
か
ら
帰
京
し
た
数
日
後
の
二
五
日
に
、
部
長
劉
瀾
波
、
王
林
と
部
党
組
の
メ
ン
バ
ー
宛
に
会
議
に
提
出
し
た
報
告

書
を
出
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
短
い
書
簡
を
書
い
た
。
そ
の
中
で
、「
こ
の
報
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
大
ま
か
な
考
え
方
は
中
央

の
一
部
の
同
志
（
李
、
薄
副
総
理
な
ど
）
の
支
持
を
得
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
中
国
水
力
発
電
史
料
徴
集
編
輯
委
員
会
『
中
国
水
力
発
電

史
料
選
編
』（
内
部
発
行
）
三
二
頁
、
一
九
九
七
年
。

（
（9
）　

前
掲
、『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
五
頁
。

（
（0
）　

前
掲
、『
周
恩
来
与
治
水
』
二
四
四
頁
。

（
（1
）　

同
右
、『
周
恩
来
与
治
水
』
三
七
頁
。

（
（2
）　
「
我
与
水
電
」『
李
鋭
口
述
往
事
』
三
〇
七
頁
、
大
山
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

（
（（
）　

前
掲
、
拙
稿
「
中
国
建
国
初
期
の
水
力
発
電
部
門
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」。
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（
（（
）　

前
掲
、『「
大
躍
進
」
親
歴
記
』
四
～
五
頁
。

（
（（
）　

前
掲
、「
関
於
長
江
三
峡
問
題
的
意
見
」『
李
鋭
文
集
』
第
一
一
巻
、
一
三
九
頁
。

（
（（
）　

中
央
档
案
館
編
『
毛
沢
東
手
書
選
集
』
第
一
巻
『
自
作
詩
詞
』
一
七
一
～
一
七
六
頁
、
北
京
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。
一
七
五
～
一

七
六
頁
に
あ
る
の
は
「
水
調
歌
頭
・
長
江
」
の
原
本
で
あ
る
。
一
七
一
～
一
七
四
頁
に
あ
る
の
は
、
一
九
五
六
年
一
二
月
一
日
に
清
書
し

た
も
の
で
、「
水
調
歌
頭
・
遊
泳
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
（7
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
憶
録
』
一
六
八
頁
。

（
（（
）　

王
任
重
「
毛
沢
東
第
一
次
在
武
漢
遊
長
江
」
前
掲
、『
毛
沢
東
在
湖
北
』
六
～
九
頁
。
ま
た
、
孫
勇
『
在
毛
主
席
身
辺
二
〇
年
』
一

六
〇
～
一
七
四
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。
章
重
『
東
湖
情
深
―
毛
沢
東
与
王
任
重
一
三
年
的
交
往
』
七
三
～
九
五
頁
、
中

共
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。『
張
耀
祠
回
憶
録
―
在
毛
主
席
身
辺
的
日
子
』
一
四
五
～
一
五
八
頁
、
中
共
党
史
出
版
社
、
二
〇
〇
八

年
。
張
耀
祠
は
新
聞
報
道
を
元
に
ま
と
め
た
毛
沢
東
の
長
江
遊
泳
回
数
は
一
三
回
で
、
ま
た
一
九
五
六
年
六
月
一
日
に
毛
沢
東
は
泳
い
だ

と
し
て
い
る
が
、
上
記
の
書
籍
お
よ
び
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
年
譜
（
一
九
四
九
～
一
九
七
六
年
）』
第
三
～
六
巻
（
中
央

文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
か
ら
、
そ
の
回
数
は
一
八
回
で
、
ま
た
六
月
一
日
に
は
毛
沢
東
は
泳
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
毛
沢
東
が
「
水
調
歌
頭
・
長
江
」
を
詠
ん
だ
の
は
一
九
五
五
年
と
す
る
下
記
文
献
の
記
述
は
間
違
い
で
あ
る
。
侯
波
「
最
幸

福
的
回
憶
」『
難
忘
的
回
憶
―
懐
念
毛
沢
東
同
志
』
二
三
〇
～
二
三
一
頁
、
中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

（
（9
）　

徐
華
英
「
一
橋
飛
架
南
北
」
同
右
、『
毛
沢
東
在
湖
北
』
一
五
九
頁
。

（
（0
）　

前
掲
、
王
任
重
「
毛
沢
東
第
一
次
在
武
漢
遊
長
江
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
八
頁
。
前
掲
、『
在
毛
主
席
身
辺
二
〇
年
』
一
七
三
頁
。

（
（1
）　

同
右
、
王
任
重
「
毛
沢
東
第
一
次
在
武
漢
遊
長
江
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
八
頁
。

（
（2
）　

林
一
山
の
み
な
ら
ず
、
長
江
武
漢
大
橋
を
謳
っ
た
「
風
檣
動
、
亀
蛇
静
、
起
宏
図
、
一
橋
飛
架
、
南
北
天
塹
変
通
途
」
の
く
だ
り
は
、

武
漢
大
橋
の
関
係
者
も
好
ん
で
引
用
し
て
い
る
。
前
掲
、
徐
華
英
「
一
橋
飛
架
南
北
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
一
五
六
～
一
六
三
頁
。

（
（（
）　

前
掲
、『
林
一
山
治
水
文
選
』
一
六
七
頁
。

（
（（
）　

前
掲
、『
林
一
山
回
顧
録
』
一
五
七
～
一
六
八
頁
。
前
掲
、『
高
峡
出
平
湖
』
四
一
頁
。

（
（（
）　
「『
水
調
歌
頭
・
遊
泳
』
が
発
表
後
の
一
九
五
六
年
夏
に
、
林
一
山
が
毛
沢
東
と
会
見
し
た
」
と
の
記
述
は
、
信
憑
性
の
高
い
雑
誌
で

も
散
見
す
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
林
一
山
の
影
響
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「『
長
江
王
』
林
一
山
伝
奇
」『
中
国
三
峡
建
設
』



29

一九五四年長江大洪水と三峡ダム計画

二
〇
〇
六
年
第
四
期
。
顧
邁
男
「
毛
沢
東
和
林
一
山
談
三
峡
水
庫
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
〇
八
年
第
八
期
。

（
（（
）　

胡
慎
思
（
水
利
電
力
部
中
南
勘
測
設
計
院
）「
三
峡
工
程
必
須
厳
格
按
基
建
程
序
弁
事
」
田
方
、
林
発
棠
、
凌
純
錫
主
編
『
論
三
峡

工
程
的
宏
観
決
策
』
一
二
二
頁
、
湖
南
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
（7
）　
「
周
恩
来
在
三
門
峡
現
場
会
議
上
的
総
結
発
言
（
一
九
五
八
年
四
月
二
四
日
）」。
曹
応
旺
「
老
一
辈
革
命
家
与
三
峡
工
程
」『
党
的
文

献
』
一
九
九
七
年
第
二
期
。

（
（（
）　

前
掲
、『
治
水
側
記
』
九
二
～
九
三
頁
。

（
（9
）　

前
掲
、
拙
稿
「
中
国
建
国
初
期
の
水
力
発
電
部
門
と
三
峡
ダ
ム
計
画
」。


